
南房総市宿泊税制度設計（素案）

～県の税制度設計（素案）とその対応～

南房総市

資料５



南房総市の宿泊税の制度設計（１）
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項目 説明 県素案との相違

①課税客体

南房総市内に所在する次の宿泊施設への宿泊行為
・旅館業法の許可を受けたホテル、旅館、簡易宿所
・住宅宿泊事業法に規定する住宅宿泊事業に係る施設
（民泊）

なし

②課税標準 ①への宿泊数 なし

③納税義務者 ①への宿泊者 なし

④特別徴収義務者 ①の宿泊事業者 なし
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南房総市の宿泊税の制度設計（２）

項目 案 説明 県素案との相違点

⑤税率 １００円

必要な事業規模 ５，０００万円
年間宿泊者数 ５０万人
５，０００万円 ÷ ５０万人
＝ １００円/人・泊

県は一律１５０円
（導入市町村は上乗せとい
う考え方）

⑥免税点 なし

宿泊料金にかかわらず、行政サービスを一
定程度享受していることを勘案し、低額な
宿泊料金の宿泊客についても、広く薄く負
担を求める。

なし

⑦課税免除
外国大使等
の任務遂行
に伴う宿泊

・外交関係に関するウィーン条約に基づく
相互主義の観点から、消費税免除の取扱
いに準じ、宿泊税を課税免除とする。

・修学旅行生等の教育旅行については、宿
泊税を徴収し、何らかの形で還元するよ
うな使途を設定する。

なし



南房総市の宿泊税の制度設計（３）
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料金区分 回答数 宿泊者数 税率 税収

１万円未満 ４０ 約４５万人 １００円 約４，５００万円

１万円以上 ５ 約５万人 ２００円 約１，０００万円

計 約５，５００万円

段階的定額制の場合

一律１００円の場合

宿泊者数 税率 税収

約５０万人 １００円 約５，０００万円

一律１００円とした場合と段階的定額制の場合の比較



県との調整
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▼第３回 千葉県観光振興財源検討会議（一部抜粋）

県としては市町村が宿泊税を課税する目的や税収の使い道を尊重しつつ、当該市町村

において、宿泊税を納めていただく宿泊者へ配慮するとともに特別徴収義務者となって

いただく宿泊事業者の事務負担を考慮する必要がある。

市としては、県と調整すべき内容

①導入時期（宿泊税をいつ導入するか）

②賦課徴収の主体（宿泊税の賦課徴収を県と市のどちらが行うか）

③税率（県と市の宿泊税の税率をどのように設定するか）

④その他使途や制度設計上の相違点 等

について、調整を図る必要があると考える。



県の使途
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千葉県の税制度設計（素案）とその対応

▼南房総市の対応

市として必要な事業規模５，０００万円の財源確保を念頭に、県との調整や

宿泊事業者、検討委員の意見を踏まえて税額を検討する。


